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歯周診断・再建学分野
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振興会科学研究費補助金，基盤研究（B），課題番

界展望特別号，373 頁，医歯薬出版，東京，2009．
５）�両角俊哉，吉江弘正：chap.4 SRP Q67 SRP 後の菌

血症のリスクと予防法について教えてください．
DHstyle 増刊号 歯周 1st ペリオ治療の疑問をス
ピード解決！ 114-115 頁，デンタルダイヤモンド，
東京，2009.

６）�両角俊哉，吉江弘正：FOCUS 歯周治療により引き
起こされる菌血症 その意味と対策を考える．ザ・
クインテッセンス，第 28 巻 12 号，139-146 頁，ク
インテッセンス出版，東京，2009．

【研究費獲得】
１）�吉江弘正（研究代表者）：核内レセプター PPAR ガ

ンマー遺伝子多型の歯周炎・早産・肥満リスク . 日
本学術振興会科学研究費補助金，挑戦的萌芽研究，
課題番号 21659480，2009．

２）�吉江弘正（研究代表者）：近赤蛍光生体イメージン
グによる骨活性評価法の開発 . 独立行政法人科学技
術振興機構，シーズ発掘試験 A，課題番号 05-040，
2009．

３）�吉江弘正（研究代表者）：歯周炎・膠原病のリスク
遺伝子多型分類に基づく RNA 発現とタンパク同
定．日本学術振興会科学研究費補助金，基盤研究

（B），課題番号 19390535，2009.
４）�山崎和久（研究代表者）：小胞体ストレスと歯周疾

患の関連―病因論の新たなパラダイム構築―．文部
科学省科学研究費補助金，萌芽研究，課題番号
20659325，2009.

５）�山崎和久（研究代表者）：メタボリックシンドロー
ムとしての歯周炎の病態解明―感染免疫特性からの
アプローチ―．日本学術振興会科学研究費補助金，
基盤研究（B），課題番号 19390536，2009.

６）�奥田一博（研究代表者）：新規歯周組織再生治療法
開発につながる培養骨膜と基材に関する基礎的研
究 . 日本学術振興会科学研究費補助金，基盤研究

（B），課題番号 21390554，2009.
７）�奥田一博（研究代表者）：骨膜培養に至適化した生

分解性基材を主体とした骨膜培養キッとの開発によ
る再生医療の推進 . 科学技術振興機構 シーズ発掘試
験 B（発展型），課題番号 05-B05，2009．

８）�小林哲夫（研究代表者）：歯周炎感受性に関与する
Fc レセプター遺伝子と情報発現制御メカニズムの
解析．日本学術振興会科学研究費補助金，基盤研究

（C），課題番号 19592383，2009.
９）�中島貴子（研究代表者）：レギュラトリー細胞が歯

周組織破壊に及ぼす影響―敵か味方か―．日本学術
振興会科学研究費補助金，基盤研究（B），課題番
号 21390555，2009.



－ 33 －

35）�多部田康一：Porphyromonas gingivalis Lipid A の
脂肪酸鎖の相異による抗原活性変化の検討―抗炎症
治療へ応用の可能性―．新潟大学プロジェクト推進
経費（若手奨励研究），2009.

36）�両角俊哉：エルビウムヤグレーザーを用いた歯肉縁
下スケーリングは，菌血症発生を防げるか？新潟大
学プロジェクト推進経費（若手奨励研究），2009．

37）�本田朋之：歯周病原細菌の感染は冠動脈疾患のリス
クとなり得るか？新潟大学プロジェクト推進経費

（若手奨励研究），2009.
38）�中曽根直弘：歯肉増殖症および歯周炎歯肉における

nestin の発現．新潟大学プロジェクト推進経費（若
手奨励研究），2009．

【講演・シンポジウム】
１）�Yamazaki K: The link between periodontal and 

cardiovascular diseases; results from human and 
animal studies. Research Seminar at University of 
New South Wales, November 18, 2009.

２）�Yamazaki K: The link between periodontal and 
cardiovascular diseases: perspective in the animal 
study. Research Seminar at Louisville University, 
March 30, 2009.

３）�Yamazaki K: T-cell Regulations In Periodontal 
Diseases. Research seminar at University of Otago. 
March 26, 2009.

４）�吉江弘正：歯周細胞治療．日本歯周外科学会特別講
演，サザンプラザ海邦大ホール，沖縄県那覇市，
2009.11.22.

５）�吉江弘正：歯周病骨欠損に対する骨膜シートの臨床
応用と足場開発．京都大学再生医療フォーラム，京
都大学再生医療研究所講義室，京都府京都市，
2009.10.26.

６）�多部田康一：シンポジウムⅡ「歯周組織の免疫応答
から考える全身への影響」歯周炎と動脈硬化性疾患
－関連メカニズムの解析－．第 52 回日本歯周病学
会秋季学術大会，宮崎県宮崎市，2009.10.11，日本
歯周病学会会誌 第 51 巻秋季特別：70 頁，2009．

７）�吉江弘正：上皮シートによる歯の再生と骨膜シート
による歯周組織の再生．日本再生歯科医学会シンポ
ジウム，九州歯科大学講堂，福岡県北九州市，
2009.9.12.

８）�吉江弘正：若年者の歯周炎の診断と治療．西日本小
児口腔外科学会シンポジウム，熊本県歯科医師会，
熊本県熊本市，2009.7.26.

９）�山崎和久：ランチョンセミナー「指尖毛細血管採血
による血漿 IgG 抗体価測定を用いた歯周病細菌感
染度判定法の確立―歯周病診断のための血漿 IgG

号 21390555，2009.
23）�山崎和久（研究分担者）：歯周炎と動脈硬化性疾患

の生物学的関連を解明する―インターフェースとな
るエイジング．日本学術振興会科学研究費補助金研
究，基盤研究（B），課題番号 20592426，2009 年 .

24）�小林哲夫（研究分担者）：歯周炎・膠原病のリスク
遺伝子多型分類に基づく RNA 発現とタンパク同
定．日本学術振興会科学研究費補助金，基盤研究

（B），課題番号 19390535，2009.
25）�杉田典子（研究分担者）： 核内レセプター PPAR ガ

ンマー遺伝子多型の歯周炎・早産・肥満リスク．日
本学術振興会科学研究費補助金，挑戦的萌芽研究，
課題番号 21659480，2009．

26）�中島貴子（研究分担者）：メタボリックシンドロー
ムとしての歯周炎の病態解明―感染免疫特性からの
アプローチ―．日本学術振興会科学研究費補助金，
基盤研究（B），課題番号 19390536，2009.

27）�中島貴子（研究分担者）：小胞体ストレスと歯周疾
患の関連―病因論の新たなパラダイム構築―．文部
科学省科学研究費補助金，萌芽研究，課題番号
20659325，2009．

28）�多部田康一（研究分担者）：メタボリックシンドロー
ムとしての歯周炎の病態解明―感染免疫特性からの
アプローチ―．日本学術振興会科学研究費補助金，
基盤研究（B），課題番号 19390536，2009.

29）�多部田康一（研究分担者）：小胞体ストレスと歯周
疾患の関連―病因論の新たなパラダイム構築―．文
部科学省科学研究費補助金，萌芽研究，課題番号
20659325，2009．

30）�多部田康一（研究分担者）：レギュラトリー細胞が
歯周組織破壊に及ぼす影響―敵か味方か―．日本学
術振興会科学研究費補助金，基盤研究（B），課題
番号 21390555，2009.

31）�伊藤晴江（研究分担者）：メタボリックシンドロー
ムとしての歯周炎の病態解明―感染免疫特性からの
アプローチ―．日本学術振興会科学研究費補助金，
基盤研究（B），課題番号 19390536，2009.

32）�伊藤晴江（研究分担者）：レギュラトリー細胞が歯
周組織破壊に及ぼす影響―敵か味方か―．日本学術
振興会科学研究費補助金，基盤研究（B），課題番
号 21390555，2009.

33）�中曽根直弘（研究分担者）：薬剤性歯肉線維化局所
におけるコラゲナーゼインヒビターの役割 . 日本学
術振興会科学研究費補助金，基盤研究（C）課題番
号 21592622，2009．

34）�久保田健彦：歯周炎病変部における APP タンパク
の役割．新潟大学プロジェクト推進経費（若手研究
者奨励研究），2009.
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antibiotic in patients with generalized chronic 
periodontitis. The 95th Annual Meeting of 
American Academy of Periodontology. (Poster 
presentations), Boston, U.S.A., September 12-15, 
2009.

６）�Yamazaki K, Maekawa T, Takahashi N, Aoki Y, 
Miyashita H, Miyauchi S, Nakajima T, Tabeta K: 
Oral infection of Porphyromonas gingivalis induces 
proatherogenic change in mice. 15th International 
Symposium on Atherosclerosis 2009. Boston, USA, 
June 14, 2009.

７）�Sugita N, Kobayashi T, Iwanaga R, Yoshie H: A 
FcγRⅡb gene polymorphism associated with 
expression level on B lymphocytes the antibiobody 
response against Porphyromonas gingivalis. 
EUROPERIO6 (Poster presentations), Stockholm, 
Sweden, June 4-6, 2009.

８）�Hirano E, Sugita N, Shimada Y, Hasegawa T, 
Iwanaga R, Yoshie H: The PPARγ2 Pro12Ala 
polymorphism associated with the risk of 
periodontitis in pregnant Japanese women. 
EUROPERIO6 (Poster presentations), Stockholm, 
Sweden, June 4-6, 2009.

９）�Abe D, Kubota T, Shimizu T, Morozumi T, 
Nakasone N, Yoshie H: Comprehensive gene 
expression analysis of gingival tissues affected by 
localized chronic periodontitis. EUROPERIO6 
(Poster presentations), Stockholm, Sweden, June 
4-6, 2009.

10）�Shimizu T, Kubota T, Abe D, Morozumi T, 
Nakasone N, Yoshie H: Transcriptomes in sites 
with drug-induced gingival-overgrowth Microarray 
and qRT-PCR analyses. EUROPERIO6 (Poster 
presentations), Stockholm, Sweden, June 4-6, 2009.

11）�Maekawa T, Takahashi N, Aoki Y, Miyashita H, 
N a k a j i m a  T ,  T a b e t a  K ,  Y a m a z a k i  K : 
Porphyromonas gingivalis Infection Modulates 
Gene Expression in Mouse Tissues. 87th General 
session of the IADR, Miami, April 4, 2009.

12）�Takahashi N, Honda T, Tabeta K, Yamazaki K: 
Porphyromonas gingivalis Modulates Chemokine 
Expression in Gingival Epithelial Cells. 87th 
General session of the IADR, Miami, April 2, 2009.

13）�Nakagawa E, Itoh T, Yoshie H, Satokata I: 
Odontogenic potential of post-natal oral mucosal 
epithelium. 87th General session of the IADR, 
Miami, April 1-4, 2009.

14）�中山　均，川瀬知之，小神浩幸，奥田一博，吉江弘

抗体価検査の将来戦略および展望」．第 52 回日本歯
周病学会春季学術大会，岡山県岡山市，2009.5.16，
日本歯周病学会会誌 第 51 巻春季特別号：100 頁，
2009．

10）�吉江弘正：ランチョンセミナー「歯周治療で菌血症
は生じるか？」第 52 回日本歯周病学会春季学術大
会，岡山県岡山市，2009.5.15，日本歯周病学会会誌 
第 51 巻春季特別号：96 頁，2009.

11）�中島貴子：シンポジウムⅠ「有病者・高齢者の口腔
（歯周病）治療」心血管疾患患者の歯周病治療－踏
まえておきたいエビデンス－．第 52 回日本歯周病
学会春季学術大会，岡山県岡山市，2009.5.15，日本
歯周病学会会誌 第 51 巻春季特別号：71 頁，2009.

12）�山崎和久：歯周疾患と冠動脈心疾患の関連－因果か
相関か－．平成 21 年度新潟大学歯学部同窓会・総
会 学術講演会，新潟県新潟市，2009.4.18.

【学会発表】
１）�Wakabayashi H, Kondo I, Kobayashi T, Yamauchi K, 

Toida T, Iwatsuki K, Yoshie H.: Lactoferrin 
i n h i b i t s  b i o f i l m  a n d  d e n t a l  p l a q u e  o f 
periodontopathic bacteria. 9th International 
Lactoferrin Conference. Beijing, China, October 18-
22, 2009.

２）�Nakagawa E, Ida-Yonemochi H, Kemmotsu S, 
Yoshie H, Ohshima H: Periodontal Formation 
Following Allogenic Tooth Germ Transplantation 
into Mouse Maxilla. 2nd Meeting of IADR Pan 
Asian Pacific Federation (PAPF), Wuhan, China, 
September 22-24, 2009.

３）�Miyashita H, Honda T, Okui T, Kajita-Okui K, 
Maekawa T, Takahashi N, Ito H, Nakajima, T, 
Tabeta K, Yamazaki K: Antibody levels to 
Porphyromonas gingivalis and CRP in periodontitis 
patients. 2nd Meeting of IADR Pan Asian Pacific 
Federation (PAPF), Wuhan, China, September 22-
24, 2009.

４）�Okuda K, Kawase T, Kogami H, Nakayama H, 
Nagata M, Yoshie H: The human cultured 
periosteal sheet for periodontal regeneration: a 
salmon collagen -coated mesh, a functionally 
potent scaffold, to upregulate the osteogenic 
potential. Research Forum Poster Session. The 
95th Annual Meeting of American Academy of 
Periodontology. Boston, Boston, U.S.A.,September 
12-15, 2009.

５）�Morozumi T, Kubota T, Abe D, Shimizu T, Yoshie 
H: Microbiological effect of essential oil-containing 
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根直弘，吉江弘正：歯周炎罹患歯肉組織局所におけ
る特異的遺伝子発現の解析．日本歯科保存学会
2009 年度秋季学術大会（第 131 回），宮城県仙台市，
2009.10.29-30，日本歯科保存学雑誌 秋季学術大会プ
ログラムおよび講演抄録集：52 頁，2009.

23）�前川知樹，高橋直紀，本田朋之，宮下博考，多部田
康一，山崎和久：Porphyromonas gingivalis 抗原お
よび IL-6 刺激は血管内皮細胞において転写因子
Egr-1 を介して MCP-1 の産生を増強する．日本歯
科保存学会 2009 年度秋季学術大会（第 131 回），宮
城県仙台市，2009.10.29-30，日本歯科保存学雑誌 秋
季学術大会プログラムおよび講演抄録集：66 頁，
2009.

24）�横山智子，小林哲夫，山本幸司，吉江弘正：歯周炎
感受性に関わる好中球 FcγRIIIb 遺伝子多型のプロ
テオーム解析．第 52 回秋季日本歯周病学会学術大
会，宮崎県宮崎市，2009.10.11，日本歯周病学会会
誌 第 51 巻春季特別号：90 頁，2009.

25）�岩永璃子，平野絵美，杉田典子，中川英蔵，菊池　
朗，笹原　淳，田中憲一，吉江弘正：歯周病原細菌
に対する免疫調節に影響する遺伝子多型と妊娠予後
の関連性．第 52 回秋季日本歯周病学会学術大会，
宮崎県宮崎市，2009.10.11，日本歯周病学会会誌 第
51 巻春季特別号：90 頁，2009.

26）�宮下博考，米澤大輔，本田朋之，奥井隆文，奥井―
梶田桂子，前川知樹，高橋直紀，伊藤晴江，中島貴
子，多部田康一，山崎和久：歯周炎患者における
Porphyromonas gingivalis に対する抗体価と高感度
CRP の関連性．第 52 回日本歯周病学会秋季学術大
会，宮崎県宮崎市，2009.10.11，日本歯周病学会会
誌 第 51 巻秋季特別号：99 頁，2009．

27）�永田昌毅，川瀬知之，奥田一博，中田　光，吉江弘
正，高木律男：歯科インプラント適応を目的とした
培養自家骨膜併用による歯槽骨再生．第 52 回日本
歯 周 病 学 会 秋 季 学 術 大 会， 宮 崎 県 宮 崎 市，
2009.10.11，日本歯周病学会会誌 第51巻秋季特別号：
105 頁，2009.

28）�中島貴子：専門医ポスター　垂直性骨欠損への対応．
第 52 回日本歯周病学会秋季学術大会，宮崎県宮崎
市，2009.10.11，日本歯周病学会会誌 第 51 巻秋季
特別号：113 頁，2009．

29）�村 田 雅 史， 吉 江 弘 正， 奥 田 一 博： 専 門 医 ポ ス
ター　慢性歯周炎症例メインテナンス期 10 年の経
過．第 52 回日本歯周病学会秋季学術大会，宮崎県
宮崎市，2009.10.11，日本歯周病学会会誌 第 51 巻
秋季特別号：114 頁，2009．

30）�中川英蔵，依田浩子，監物新一，吉江弘正，大島勇人：
マウス顎骨への歯胚他家移植後の歯周組織形成過程

正：In vivo NIR イメージングによる骨形成活性の
モニタリング．第９回日本再生医療学会総会，広島
県広島市，2010.3.19，日本再生医療学会雑誌 再生
医療 第９回日本再生医療学会総会プログラム・抄
録 vol.9 Suppl.（2）：O-34-4，232 頁，2010.

15）�奥田一博，川瀬知之，山中克之，須田洋子，金子正，
小神浩幸，中山　均，永田昌毅：ポリ乳酸カプロラ
クトン重合体フィルムのヒト骨膜シート培養・移植
への応用．第９回日本再生医療学会総会，広島県広
島市，2010.3.18，日本再生医療学会雑誌 再生医療 
第９回日本再生医療学会総会プログラム・抄録 
vol.9 Suppl.（2）:P-055，276 頁，2010.

16）�梶　昌美，小神晴美，渡辺真理，井上典子，布施一
郎，中田光，奥田一博，永田昌毅，森尾友宏，片山
未来，渡邊　健，清水則夫：口腔内骨膜を用いた組
織培養におけるマイコプラズマ菌の検出と細胞への
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